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研究成果の概要（和文）：本研究は、近年の統語理論および音声音韻研究の成果をよくふまえた上で、平家正節に代表
される、平曲の語りに関する譜記を有する平家物語諸本を基幹資料とし、日本語イントネーションに関する史的研究を
おこなうことを主目的としたものである。その際特に、各要素が情報構造上になう役割の違いに応じた統語論的位置を
占め、音韻論的な句のまとまり形成に関し、いかなるふるまいを示していたかを中心に分析をおこなう点に特色がある
。その成果は、平成27年度に岩波書店から刊行された共著書の中に反映されている。

研究成果の概要（英文）：In this study I have concentrated on an interaction between an FS(focus 
structure)-Prosody association (e.g. focus elements tend to be associated with higher pitch than 
link/tail elements) and an EA(emphatic attitude)-Prosody association (e.g. pejorative expressions tend to 
be associated with higher pitch than complimentary/neutral expressions), and precisely analyzed the 
musical note data of The Tale of the Heike, published in the 18th century. The results of this study are 
reflected in a co-authored book published by Iwanami Shoten in 2016.

研究分野：音韻論

キーワード： イントネーション　平家正節　音調
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１．研究開始当初の背景 
（１）近年の言語研究の大きな動向として、
音声を含む談話の分析の活発化や、音声・音
韻、語彙、統語、意味・運用といった諸部門
のインタフェース研究の隆盛という大きな
流れがあり、そうした動きの中で研究がさか
んになりつつある分野の一つに、本研究代表
者が近年集中して取り組んできている談話
のイントネーション研究がある。ただし主に
は資料的制約のため、当該分野における研究
は現代語を中心に進められてきたのがこれ
までの大きな流れである。本研究は、平曲譜
本に反映した音調を分析する石川幸子氏に
よる先行研究（石川幸子 1995 等）を記述面
での主な出発点としつつ、理論的な言語研究
の枠組みの中から特に、自立分節韻律音韻論
と地形論的統語論における成果をふまえた
検討を加えることにより、日本語イントネー
ションの史的研究に関し、新たな切り口から
アプローチしようとするものある。 
（２）本研究課題に先行する平成 20～22 年
度の間に、本研究代表者は、科研費による基
盤研究（課題番号:20520411）において、先
行研究の記述的成果を、最適性理論の枠組み
を通して捉え直すことにより、日本語中央語
史の中で生じたと考えられる分節-超分節特
徴間の相関（すなわち Voiceless-HighPitch 
v.s. Voiced-LowPitch）について、いわゆる印
欧語における Verner の法則や中国語におけ
る陰陽分化をはじめ、諸言語で頻繁に観察さ
れる、喉頭特徴（laryngeal features）の子音
-母音間での拡張を律する制約が、他の諸制約
との間でどの時期にどのようにランキング
変更を起こした結果と考えられるかを解明
するといった、日本語音韻史にかかわる一定
の成果をえていた。本研究は、その過程で、
今後特に日本語イントネーションにかかわ
る史的研究を進展させる上で有効と考える
にいたったアプローチを実践しようとした
ものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究が目指すのは、主に次の２つの整理
を詳細におこない、それをもとに分析を進め
ていくことである。 
（１）テキスト中の各要素が、情報構造上果
たす役割の違いに着目した場合、各種 Topic
要素や各種 Focus 要素が、地形論的接近法
(Cartographic Approach)において仮設され
るそれぞれの構文論的周辺位置(peripheral 
position)で音声化されているかどうかと、平
曲譜本における具体的施譜によれば各々が
音声化に際し卓立を伴っていたと考えられ
るかどうかとの間で、どのような関係を結ん
でいるか、整理すること。 
（２）情報構造上果たす役割の違い以外に、
音声的卓立の有無に影響を与えると考えら
れる諸要因のうち、i) 侮蔑や畏敬の有無とい
った待遇的/感情的態度の違い、および、ii) 音
韻的な句のまとまりのあり方の違いという

大きな２つの要因に着目し、それぞれが、情
報構造上果たす役割の違いとの間で、いかな
る相互作用を示し、音声的卓立の有無に影響
を与えていたと考えられるか、整理すること。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法にかかわる主な特色として
は、次の点があげられる。 
（１）平曲譜本の節博士やフレージング情報
に関するアノテーションに加え、Topic、
Focus 要素のマーキングにかかわる係助詞、
疑問詞のアノテーションと、待遇態度に関係
する一部接尾辞（「～め」「～殿」等）のアノ
テーションとを行い、R 言語環境を利用した
データマイニングをおこない、上で２．（１）
および２．（２）としてまとめた点について、
統計的なデータ解析過程を経た分析をおこ
なった点。 
（２）平曲譜本の施譜に反映していると考え
られる話線的な音調の動きを、アクセント句、
イントネーション句といった各種階層での
韻律的フレージングをもとに疎に音調変動
点を記述する、Pierrehumbert や Beckman ら
が 推 進 す る 自 立 分 節 韻 律 音 韻 論
（Autosegmental-Metrical Phonology）の枠
組みを参照しつつ分析し、平曲古譜本におい
てより疎な施譜の行われている段階から平
家正節期にかけて韻律句形成上の変化があ
ったと考えるべきか否か、検討をおこなった
点。 
（３）本研究の遂行に際しキーとなったのは、
上記（１）（２）の過程を含め、次のような
方法論的アプローチを総合的に実施するこ
とであった。①分析の基礎となる、平家正節
譜記データベースへの、係助詞や疑問詞、一
部接尾辞といった語彙的要素によるマーキ
ングを手掛かりにした、情報構造論的、待遇
/感情態度的役割のアノテーション入力、②
非正節系譜本の関与部分施譜に関する比較
分析、③機械可読データベースを利用したデ
ータ解析による仮設の検証、④ ①から③ま
での作業からえられた結果をもとに、地形論
的統語論にもとづく統語構造と、自立分節韻
律音韻論にもとづく音声表示間で見られる
写像関係に関し、平家正節譜記に反映したあ
り方とその前の時期の資料に反映したあり
方との間で、どのような変化が生じたか生じ
なかったか、実証と理論の両面から分析する
こと。 
（４）情報構造関連機能範疇にかかわる地形
論的統語階層構造に関しては、Frascarelli & 
Hinterhölz(2007) に み ら れ る 、
「ShiftingTopic > ContrativeTopic > Focus 
> FamiliarTopic」というハイアラキーをも
とに、平家正節譜記データベースをもとに、
テキスト中で出現した要素のうち、係助詞、
疑問詞、一部接尾辞を含む文節相当単位につ
いて、それぞれの要素が、いずれの種類の
Topic や Focus 指定部位置をしめるものと解
釈できるものか、あるいはそれより高い、



Force にかかわる投射の指定部や、より低い、
FiniteP 内の位置を占めるものと解釈される
べきものか、検討をおこなった点。 
 
４．研究成果 
本研究の遂行から得られた主な成果とし
ては次のような点があげられる。 
（１）平家正節において高起式の語の初頭部
分で高拍が連続する（HHHH…）ことが期待さ
れるにもかかわらず、LLHH…や LLLH…のよう
な音調変動に対応するかとよめる譜記が施
されていることがあり「特殊低起式表記」と
称され、音楽的要請により生じるものと解さ
れることが多いが、韻律的句境界との
alignment のあり方に着目するとアクセント
句より大きな句の初頭位置において生じや
すいという傾向の存在がうかがわれ、そのよ
うな点について、同じ Hトーン連鎖であって
も、自立分節韻律音韻論によれば他の位置と
異なる表示をもつことをふまえて理論的解
釈をおこない、同時にその前の時期の譜本に
おける譜記のあり方や現代京都語における
音声実現のあり方と対照した分析をおこな
ったことは、意義のあることであった。 
（２）イントネーションに影響を与える諸要
因のうちの一つとして、情報構造上旧い情報
より、新しい情報が卓立しやすいという言語
普遍的傾向があるが、情報構造上担う役割の
違いをマークする手段として音声的卓立の
有無以外の大きなものとしては、係助詞や疑
問詞のような語彙的手段によるものと、地形
論的接近法がいうところの周辺的統語領域
へのovertな移動という統語的手段によるも
のとがあり、両者のかかわりは係り結び（の
史的推移）に関する理論的研究の重要な論点
となっているところである。音声実現とのか
かわりについてみると少なくとも平曲譜本
においては、周辺的統語領域への overt な移
動があるかどうかにより、音声的卓立傾向に
差が見られるという傾向がうかがわれ、本研
究において、各種アノテーション付けを経た
データ解析を通じ、その検証をおこなったこ
とは意義を有するものであった。 
（３）研究最終年度に岩波書店から刊行され
た共著書には、本研究によりえられた成果を
反映させ、次のような内容の記述をおこなっ
た。 
 生成音韻論の流れの中で Prince & 
Smolensky(1993/2004) 、 McCarthy & 
Prince(1993)等により提唱された最適性理
論(Optimality Theory; OT という略称され
る ) や 、 音 声 学 に 基 づ く 音 韻 論
（Phonetically-based Phonology）、調和度
文法（Harmonic Grammar）等、最適性理論と
比較的かかわりの強い音韻理論、さらには、
コーパス言語学（Corpus Linguistics）のよ
うに、生成音韻論の流れとは異質な、統計学
的分析手法を用い、音声音韻の史的研究にア
プローチする、比較的近年の試みをとりあげ、
そのような試みを日本語に関し行う上でお

さえられるべき事項のうち、重要と思われる
点にふれながら記述した。なお最終節では、
具体的文献資料として『平家正節』中の章段
をとりあげ、現代語音声の音調に関する、自
律分節韻律音韻論の枠組みを用いた分析や、
統語・意味・情報構造とプロソディー構造と
の関わりに関する実験音韻論（Laboratory 
Phonology）的分析から得られる知見等をふ
まえると、どのような視野がひらけてくるか
をみた。 
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